
防コミの歩き方

１ 経　緯
この講習会は、平成18年度の「神戸市
消防団再構築推進委員会」の答申にもとづ
き、消防団員の魅力アップの一環として、
個人資格の取得につながる研修会を開催す
ることから、開始したものです。
２ 講習日
3月６日、長田区の神戸市防災コミュニ

ティセンターにおいて、「第４回消防団防火
管理者実務講習会」を開催しました。この講
習会にはこれまでに、約110人の団員が受
講しています。
３ 対象者
消防法（消防法施行規則第２条第７号）

により、消防団員で3年以上管理、監督的
な職（班長以上の階級）にあった団員は、
防火管理者の資格を有するとされています。
４ 講習目的および内容
この講習会を実施することにより、防火管

理者に選任されるにあたって、必要な知識、
技能を修得することを目的としています。
講習内容は、防火管理に関する消防法
令の講義のほか、自動火災報知設備や放
送設備、屋内消火栓設備などの取扱いの
実技となっています。
参加した消防団員からは、「今回は、参
加者が少ないため、全員が自動火災報知設
備などを充分に操作でき、完全にマスターす
ることができました。私の住んでいるマンショ
ンの訓練時に取り入れたい」などのご意見を
いただきました。
５ 今　後
来年度以降についても当該講習会をおこ

なう予定ですので、多数の皆さまに受講して
いただきますようお願いいたします。

（警防課 消防団係　他谷和巳）

「消防団防火管理者実務講習会」の開催 防災の輪を広げる
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●防災意識の向上
地域の防災力を向上させるためには何が
必要か。消防力の強化も重要ですが、もっ
と大切なことは地域全体の防災意識の向上
です。
阪神・淡路大震災では、救助が必要で

あった方のうち、８０％近くの人が家族や地
域住民に助けられています。
大規模な災害が発生すれば消防力には限
界があり、家族や地域住民の助けなしには
災害を乗り越えることはできません。普段から
地域とのつながりを大切にし、防災意識を持
つことが重要です。
●防コミで広げる防災の輪
神戸市では小学校区を単位とした防災福
祉コミュニティが市内全地区に結成されてお
り、小中学生を中心とした防災ジュニアチー
ムを結成している団体もあります。その活動
はさまざまで、防災活動だけではなく、地域
とのつながりを強くするために福祉活動もおこ
なっています。これらの活動に参加すること
も防災意識を向上させるひとつの手段になり
ます。

●少年消防クラブフォーラム２０１１
２月１１日、１２日の両日、東京で「少年消
防クラブフォーラム２０１１」が開催され、海外
や日本全国で少年消防クラブを結成している
団体が意見交換をおこないました。この
フォーラムを通じて、地域の防災力を向上さ
せるために少年消防クラブの存在は欠かせな
いと感じました。若い世代が防災について興
味を持てば、その親の世代にも防災意識が
広がり地域全体の防災力は強化されます。
また、子どもたちが長期的に防災意識を
持つことで消防という仕事に興味を持ち、
「将来、消防士になりたい」「消防団に入り
たい」といった希望が生まれます。
防災意識は今の自分たちだけが持つので

はなく、若い世代に引き継いでいくことが地
域の防災力を築く上で重要です。
国や地域の特徴に合わせた防災活動も重

要ですが、まずは興味が持てることから始めて
みてはいかがでしょう。その活動を周囲に伝え
れば活動はさらに広がります。
家族や大切な人へ、近隣の人々へ、未来

を担う若い世代へ、防災の輪を広げましょう！
（北消防署　谷　敏行）
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